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市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

会例定会議月６
平成 24 年第２回議会定例会が、６月８日から 22 日までの

15 日間の日程で開かれ、平成 24 年度補正予算を始め、市長

提出議案 14 件が審議され、いずれも原案のとおり同意、承

認及び可決されました。

また、一般質問では８名の議員が市政全般にわたって、市

長の考えをただしました。

６
月
８
日

13
日

14
日

15
日

18
日

19
日

22
日

平成24年
６月（第２回）定例会日程

初日に行われた正副議長選挙の投票

本
会
議
（
正
副
議
長
選
挙･

組
合
議
会
議
員
選
挙
・

委
員
選
任
・
表
彰
伝
達
）

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会
）

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

こ
れ
ま
で
江
津
市
議
会
は
、

議
会
の
活
性
化
と
市
民
に
分
か

り
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
様
々
な
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
正
副
議

長
選
挙
に
お
い
て
も
平
成
22
年

の
改
選
か
ら
立
候
補
制
度
を
導

〔
投
票
結
果
〕

◆
議
長
選
挙

投
票
総
数
16
票

・
河
野
10
票

・
石
橋
５
票

・
多
田
１
票

◆
副
議
長
選
挙

投
票
総
数
16
票

・
藤
田
10
票

・
森
脇
５
票

・
多
田
１
票

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

この度、議員の皆さんの推挙に
より議長に就任させていただきま
した。まず、「議長は中立、公正
であるべき」との立場をしっかり
と捉えた議会運営に努め、市民の
皆さんに分かりやすい開かれた議
会を目指します。
さらに、議会改革を押し進め、
将来の江津市を見据えた、市民と
対話する議会、そして、世の中の
動向を踏まえた雇用創出の提言、
新規産業の提言ができる議会を目
指してまいります。また、江津市
議会の議事機関としての機能及
び、監視機能を充実させ、江津市
の発展が図れるよう努めてまいり
ますので、よろしくご支援のほど
お願いいたします。

議　長

河野　正行

この度、議員の皆さんの推挙に
より副議長に就任させていただき
ました。私は、これからの 2年間
において、議会報告会の充実、議
会基本条例及び政治倫理条例の制
定、通年議会へ向けての取り組み
を行うなど、議長とともに議会改
革を推し進めてまいります。
そして江津市の産業の活性化、
市民生活の向上を目指し、二元代
表制の一翼を担う議会として、議
会の監視機能の強化を図ってまい
ります。
また、江津市議会が市民の皆さ
んの声をしっかり反映できる柔軟
な議会運営を行えるよう、議長を
支え努力してまいりたいと考えて
います。

副議長

藤田　　厚

就 任 ご あ い さ つ

波積ダム対策特別委員会

６名

◎委員長　島田修二　○副委員長　藤間義明

　委　員　石橋孝義　盆子原民生　土井正人　福原昭平

地域医療対策特別委員会

６名

◎委員長　土井正人　　○副委員長　山本　誉

　委　員　山根兼三郎　茅島　昇　藤田　厚　田中直文

議会広報・情報公開対策特別委員会

６名

◎委員長　島田修二　　○副委員長　横田省吾

　委　員　多田伸治　藤間義明　山根兼三郎　藤田　厚

議会改革特別委員会

６名

◎委員長　山本　誉　　○副委員長　永岡静馬

　委　員　森脇悦朗　石橋孝義　藤田　厚　田中直文

議会運営委員会　６名
◎委員長　土井正人　○副委員長　田中直文

委　員  石橋孝義　　盆子原民生　　藤田　厚　　山本　誉

特

別

委

員

会

＜建設厚生委員会 /８名＞
◎委 員 長　山本　誉

○副委員長　藤間義明

　委　　員　横田省吾　山根兼三郎　石橋孝義

　　　　　　盆子原民生　河野正行　福原昭平

江
津
市
議
会
委
員
会
条
例
に
基
づ
く
改
選

に
よ
り
委
員
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

所
管
に
関
わ
る
中
心
市
街
地
再
開
発
、
新

市
建
設
計
画
に
基
づ
く
図
書
館
・
民
俗
資
料

館
建
設
、
公
共
下
水
道
整
備
事
業
、
小
学
校

の
統
合
・
建
設
問
題
等
々
、
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
で
、
地
場
産
業
の
育
成
と
と
も
に
中

長
期
の
財
政
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た

施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
委
員
の
皆
さ
ん
と

の
十
分
な
審
査
を
通
し
て
信
頼
さ
れ
る
委
員

会
運
営
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　

山
本
　

誉

＜総務文教委員会 /８名＞
◎委 員 長　永岡静馬

○副委員長　島田修二

　委　　員　多田伸治　森脇悦朗　茅島　昇

　　　　　　藤田　厚　土井正人　田中直文

こ
の
度
、
総
務
文
教
委
員
会
委

員
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
委
員
会
の
所
管
に
は
、
総
務
を

は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
防
犯
・

防
災
行
政
な
ど
重
要
か
つ
広
範
囲

に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
江

津
市
の
中
長
期
に
わ
た
る
財
政
運

営
は
、
大
変
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
、
市
執
行
部
の
行
政
運
営
を

見
極
め
な
が
ら
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
委
員
会
と
な
る
よ
う
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

委
員
長
　

永
岡
　

静
馬

＜予算委員会 /14 名＞

◎委 員 長　田中　直文

○副委員長　森脇　悦朗

　委　　員　議長及び監査委員を除く 12 名

こ
の
度
、
予
算
委
員
会
委
員

長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
津
市
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、「
ま
ち
づ
く
り
」
全
般
に

わ
た
る
考
え
方
、
方
針
を
定
め

て
い
る
第
５
次
江
津
市
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
の
遂

行
の
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
・

緊
急
性
を
検
討
し
な
が
ら
予
算

を
審
査
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
委
員
会
と

な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

委
員
長
　

田
中
　

直
文

委員会審査のため現地調査を行う委員

入
し
、
議
場
で
傍
聴
者
の
皆
さ

ん
を
前
に
立
候
補
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
の
進
む
べ
き
道
を
訴
え

ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

常任委員会常任委員会

議会新体制 ２３ 各委員会構成



市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

１,６３１万 1千円増１,６３１万１,６３１万 1 千円増1千円増１,６３１万 1千円増
総
務
文
教
委
員
会

◆
江
津
市
災
害
危
険
区
域

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

桜
江
町
後
山
・
近
原
地

区
の
土
地
利
用
一
体
型
水

防
災
事
業
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
近
原
地
区
を

江
津
市
災
害
危
険
区
域
に

追
加
す
る
も
の
。

一 般 会 計
補 正 予 算

予算総額 144 億 231 万 1 千円　(参考 )昨年度同月予算総額は 161 億 6,979 万 1 千円

【
６
月
定
例
会
】

◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決【
賛
成
全
員
】

予
算
議
案
の
他
に
審
議
さ

れ
た
議
案

〔
市
長
提
出
議
案
〕

◆
報
告
議
案
（
３
件
）

◆
承
認
議
案
（
２
件
）

～平成 24 年度 6月補正予算の主要事業～

◆
同
意
議
案
（
４
件
）

◆
条
例
議
案
（
４
件
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

承
認
、
同
意
及
び
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

※
報
告
議
案
は
執
行
部
か

ら
報
告
を
受
け
る
も
の
で

採
決
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
上
記
の
承
認
議
案
に

は
、
専
決
処
分
と
し
て
平

成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
が
含
ま
れ
、
８
日
の

本
会
議
で
は
質
疑
と
討
論

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

□問
　
　

補
正
予
算
に
は
江
津

駅
前
の
大
規
模
ビ
ル
除
却

が
含
ま
れ
る
が
、
ど
う
変

わ
る
の
か
。

■答
　

建
物
は
放
置
で
き
な

い
状
態
で
あ
り
、
除
却
の

財
源
と
し
て
有
利
な
過
疎

債
利
用
を
考
え
て
い
た

が
、
跡
地
利
用
の
複
合
公

共
施
設
建
設
が
次
年
度
以

降
と
な
る
見
込
み
の
た

事業名 予算額 事業の概要

企画費（棋聖戦

江 津 大 会 実 行

委員会補助金）

250 万円

有福温泉に棋聖戦を招致し、江津

市や有福温泉を全国にＰＲすると

ともに、地域コミュニティ組織の

推進を図るために補助を行うもの。

桜江ピックニック

ラン事業
79 万 4 千円

独立行政法人・日本スポーツ振興

センターから助成を受け、ピクニッ

クラン事業に補助を行うもの。

移住・交流に

よる地域活性化

支援事業

200 万円

財団法人・地域活性化センターか

らの助成を受けて松平地区地域コ

ミュニティ組織の拠点整備や事業

実施に補助を行うもの。

総合市民

センター費
204 万 4 千円

総合市民センターの駐車場の駐車

線を補修するもの。

水田農業

構造改革対策

推進事業

269 万 4 千円

農業者戸別所得補償制度を推進す

るため江津市農業再生協議会へ補

助を行うもの。

小学校施設

耐震化事業
377 万 9 千円

耐震判定により、地質調査等が必

要となったことによるもの。

承認第１号への反対討論

多
田
　

専
決
処
分
に
は

江
津
駅
前
の
モ
ア
解
体

の
予
算
が
含
ま
れ
る

が
、
見
通
し
の
甘
さ
か

ら
跡
地
利
用
の
計
画
が

立
た
ず
、
５
９
０
０
万

円
の
新
た
な
負
担
を
市

民
に
強
い
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅

前
再
開
発
と
い
う
焦
眉

の
問
題
で
あ
る
予
算
を

専
決
処
分
に
す
る
の

は
、
議
会
軽
視
で
あ
る

た
め
反
対
。

建
設
厚
生
委
員
会

◆
江
津
市
印
鑑
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

「
住
民
基
本
台

帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の

施
行
に
よ
り
、
外

国
人
登
録
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
外
国

人
住
民
も
住
民
基

本
台
帳
法
の
適
用

対
象
と
な
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、

江
津
市
印
鑑
登
録

及
び
証
明
に
関
す

予
算
委
員
会

◆
平
成
24
年
度
島
根
県
江

津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

小
学
校
の
耐
震
化
事
業

な
ど
、「
緊
急
か
つ
や
む

を
得
な
い
も
の
」
に
つ
い

て
補
正
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

小
学
校
耐
震
化
工
事

に
は
い
つ
取
り
掛
か
る
の

か
。■答

　

24
年
度
は
補
強
設
計

を
行
い
、
順
調
に
い
け
ば

25
年
度
に
高
角
小
学
校
体

育
館
の
工
事
に
取
り
掛
か

る
予
定
で
あ
る
。

□問
　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
桜

江
の
参
加
費
を
下
げ
る
こ

と
で
参
加
者
増
が
見
込
め

る
の
で
は
。

■答
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

の
助
成
等
で
参
加
費
を
下

め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
債
利
用

へ
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
５
９
０
０
万
円

の
差
が
出
て
く
る
。

□問
　
　

専
決
処
分
と
し
た
理

由
は
。

■答
　

除
却
に
向
け
、
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
有
利
な
も
の
を

つ
か
う
た
め
の
方
向
性
を

見
極
め
て
い
た
が
、
計
画

に
至
ら
ず
断
念
し
た
た

め
。

※
専
決
処
分
に
つ
い
て
は

13
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

現
在
の
移
転
状
況
と

今
後
の
状
況
は
。

■答
　

関
係
者
は
５
戸
で
現

在
３
戸
が
入
居
。
残
り
２

戸
は
近
く
建
築
予
定
。

［
討
論
］

○
な
し

＝
結
果
＝

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
種

目
ご
と
で
違
う
が
平
均
し

て
５
０
０
円
の
減
額
で
、

る
条
例
、
江
津
市
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
条
例
及
び

江
津
市
火
葬
場
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
。

◆
桜
江
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

介
護
保
険
法
改
正
に
伴

い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
並
び

に
交
流
部
門
の
利
用
時
間

を
変
更
す
る
も
の
。

◆
江
津
市
福
祉
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

年
少
扶
養
親
族
を
対
象

と
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止

さ
れ
る
と
と
も
に
、
16
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
特
定
扶

養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控

除
の
上
乗
せ
部
分
が
廃
止

さ
れ
る
所
得
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

福
祉
医
療
費
助
成
事
業
に

お
い
て
、
扶
養
控
除
等
の

見
直
し
の
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
に
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
。

［
討
論
］

○
な
し

＝
結
果
＝

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

高
校
生
以
下
は
半
額
に

な
っ
た
。
参
加
申
し
込

み
が
約
１
０
０
人
増
加

し
て
い
る
。

□問
　
　

移
住
・
交
流
に
よ

る
地
域
活
性
化
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
松
平
地

区
に
対
し
て
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

が
行
な
わ
れ
る
が
、
他

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
助
成
の
見
込
み
は
。

■答
　

松
平
地
区
は
特
色

あ
る
取
り
組
み
の
実
績

が
評
価
さ
れ
、
全
国
か
ら

数
多
く
応
募
が
あ
っ
た
中

で
、
島
根
県
内
で
２
件
事

業
採
択
さ
れ
た
う
ち
の
一

つ
。

　

他
地
域
で
も
自
主
的
に

取
り
組
ま
れ
、
優
れ
た
も

の
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

［
討
論
］

○
な
し

＝
結
果
＝

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

「
川
登
の
市
」
で
買
い
物
客

を
楽
し
ま
せ
る
、
地
元
の
ど

ん
ぐ
り
座
と
島
大
生
に
よ
る

ち
ん
ど
ん
屋
。
松
平
地
区
は
、

過
疎
地
域
を
「
全
国
一
元
気

な
村
」
に
す
る
た
め
に
、
ま

ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
や
島
大

研
究
室
の
分
室
の
皆
さ
ん
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

土地利用一体型水防災事業が完了した後山・近原地区

補正予算審議 ４５ 委員会審査内容



市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

■新聞にも取り上げられました。

都治公民館（ＣＡＴＶで一部放送されました）

江
津
市
議
会
で
は
、
議

会
の
監
視
機
能
や
政
策
提

言
活
動
な
ど
議
会
活
動
の

状
況
を
、
地
域
に
出
向
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接

報
告
・
説
明
し
、
議
会
活

動
に
対
す
る
ご
批
判
や
ご

意
見
、
市
政
に
対
す
る
ご

提
言
を
直
接
お
聴
き
す
る

こ
と
を
目
的
に
初
め
て
の

議
会
報
告
会
を
５
月
16
日

か
ら
24
日
ま
で
、
４
会
場

で
行
い
、
延
べ
１
０
９
人

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。議

会
報
告
会
は
、
16
人

の
議
員
を
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
市
内
中
学
校
区

の
４
カ
所
を
回
る
こ
と
と

し
、
報
告
議
員
は
出
身
地

域
の
会
場
の
報
告
者
と
な

ら
な
い
よ
う
に
班
分
け
し

ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
開

催
は
、
年
２
回
、
３
月
議

会
定
例
会
、
９
月
議
会
定

例
会
後
に
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

報
告
会
は
、
最
初
に
趣

旨
説
明
を
行
い
、
総
務
文

教
委
員
会
、
建
設
厚
生
委

員
会
、
予
算
委
員
会
で
の

各
議
案
の
審
査
内
容
の
報

告
を
行
っ
た
後
、
質
疑
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
意
見
交
換
と
し

て
議
会
運
営
や
市
政
全
般

な
ど
様
々
な
意
見
・
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
＝

７
ペ
ー
ジ
）
ま
た
、
会
場

で
は
同
時
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。（
＝

８
ペ
ー
ジ
）

議会報告会を

 開催しました

議会報告会を

 開催しました

【
議
会
報
告
会
の
概
要
】

開 催 日 地 　 区 会 　 場 参 加 者 数
５月 16日（水）
19:00 ～ 21:00

東　部
（江東中校区） 都治公民館 18人

５月 18日（金）
19:00 ～ 21:00

西　部
（青陵中校区） 二宮交流館 40人

５月 22日（火）
19:00 ～ 21:00

中　部
（江津中校区） 嘉久志公民館 36人

５月 24日（木）
19:00 ～ 21:00

南　部
（桜江中校区）

江津市コミュニ
ティセンター 15人

合　　計 109 人

《報告会特集》臨時号を発行

　報告会でいただいたご意見等につ

いては、執行部の回答を取りまとめ

た後、ホームページに掲載し、「市

議会だより」臨時号により、後日、

各家庭に配布する予定です。

《中心市街地整備事業について》
○社会福祉協議会や子育て支援センターが公共複合施設に入るそうだが、跡地利用はどうするのか。
○社会福祉協議会の移転について、関係者の意見を聞いてもらえる余地があるのか。
○駅前のビジョンが見えない。にぎわいが生まれるのか疑問。
○議会が事業費４億円に賛成して、施設ができなかったら無駄にならないか。
○駅前に施設ができれば人が来るだろうではなく、来る人（公共交通の利便性等）のことを考えてほしい。

《江津工業団地について》
○条例の改正について、工業用水を希釈して排水しても環境悪化につながるのでは。
○工業団地を市民に開放することはできないか。
○誘致が進まないのなら農業団地としての転換ができないか。

《地域コミュニティについて》
○今後コミュニティと公民館を包含した形でやるのか。各地区どう推進するのか。
○将来的に公民館の廃止があるのか。手当の関係と10年後どうなるか知りたい。
○コミュニティについて議員が各地区でリーダーシップをとれば、行財政への効果が生まれ、意識も変わ
ると思う。

《防災行政用無線について》
○加入促進にまわっても説明ができない。無料配布にすべきでは。
○停電時の原因を放送するなど、もう少し色々な放送をしてほしい。
○屋外子局の放送が聞こえない。何とかしてほしい。

《行財政について》
○財政状況はどうか。基金の状況についても伺う。
○市税が市職員の人件費となっている。人口減の中で27,000人の将来人口の見通しなど真剣な議論がされ
ているのか疑問。

《指定管理者について》
○風の国の薬草公園についてだが、以前からエビネ蘭のずさんな管理があった。議会ではどう議論したのか。
○指定管理になってサービスが低下した施設がある。サービスの向上を。
○風の国について、公共的事業は最終的に誰が責任を持つのか。
○総合市民センターについて使用料が近隣市より高い。
○水の国は無駄ではないか。

《その他の意見・提言》
○陳情の審査についてどういった意見があったのか。
○子どもほめ条例についてその後の成長の糧になってい
るのか検証されていない。当初の目的や狙いが薄れマ
ンネリ化している。賞の決め方も形骸化している。

○風の国への新しい道ができたそうだが、便がないので
行きたくても行けない。

○江津市議会に政治倫理条例はあるのか。
○40年来水害で悩まされている地区がある。首長がしっ
かりリードしてほしい。

●いただいたご意見、ご提言（一部）●
※お寄せいただいたご意見については、市議会だより臨時号及び市議会ホームページで回答をお知らせします。

江津市コミュニティセンター（桜江町）

議会報告会 ６議会報告会７



市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

屋根瓦が道路に散乱した空き家

市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

□問
　
　

長
期
間
放
置
さ
れ
朽

ち
て
い
る
空
き
家
は
、
防

災
や
防
犯
上
の
問
題
が
あ

る
。
条
例
制
定
を
。

■答
　

５
年
前
の
調
査
で
は

13
・
１
％
、
１
４
０
１
軒

の
空
き
家
が
あ
り
、
危
険

防
止
の
た
め
４
カ
所
で
通

行
止
め
や
軒
下
注
意
喚
起

の
標
示
等
を
し
て
い
る
。

所
有
者
や
関
係
者
に
対
策

を
勧
告
し
て
い
る
が
苦
慮

し
て
い
る
。
県
内
で
も
条

例
制
定
に
む
け
た
動
き
は

あ
る
が
、
難
し
い
問
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。
県
と
も
連
携

を
深
め
な
が
ら
対
応
し
た

い
。□問

　
　

教
育
基
本
法
に
「
公

立
に
定
め
る
学
校
は
、
特

定
の
政
党
を
支
持
し
、
こ

れ
に
反
対
す
る
よ
う
な
政

治
教
育
、
そ
の
他
政
治
的

活
動
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。
義
務
教
育

と
政
治
的
中
立
に
つ
い
て

考
え
は
。

■答
　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

成
長
途
上
に
あ
る
児
童
・

生
徒
に
対
す
る
学
校
教
育

を
初
め
と
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
強
く
影

響
を
持
ち
得
る
教
育
に
、

一
党
一
派
に
偏
し
た
政
治

的
主
義
主
張
が
持
ち
込
ま

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
。

空き家条例制定を

市長／今後の大きな課題

住
環
境

下水道事業

今
後
の
整
備
計
画
は

市
長
／
縮
小
・
休
止
を
検
討

山根兼三郎

山本　誉

□問
　
　

こ
の
間
、
汚
水
処
理

施
設
整
備
構
想
で
見
直
さ

れ
た
こ
と
は
何
か
。
ま
た

30
年
度
ま
で
の
整
備
指
定

区
域
と
そ
れ
以
外
の
区
域

の
整
備
計
画
は
。

■答
　

公
共
下
水
道
の
集
合

処
理
と
合
併
浄
化
槽
で
あ

る
戸
別
処
理
の
費
用
対
効

果
の
比
較
、
下
水
道
普
及

率
50
％
を
目
指
し
て
新
た

な
整
備
区
域
の
決
定
を

行
っ
た
。
指
定
区
域
は
敬

川
の
一
部
を
含
め
30
年
ま

で
整
備
し
、
そ
れ
以
外
の

地
区
は
31
年
度
以
降
に
事

業
を
縮
小
ま
た
は
休
止
を

検
討
す
る
。

□問
　
　

広
域
行
政
組
合
と
し

て
は
震
災
が
れ
き
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
対
応
は
。

■答
　

実
際
に
が
れ
き
を
受

け
入
れ
、
処
理
を
さ
れ
て

い
る
秋
田
県
・
岩
手
県
の

施
設
を
視
察
し
た
。
が
れ

き
の
輸
送
方
法
、
埋
立
て

処
分
場
搬
入
方
法
の
違
い

な
ど
あ
り
、
広
域
行
政
組

合
や
浜
田
市
と
連
携
し
検

討
す
る
。
県
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
基
準
と
な

る
が
時
期
を
答
え
ら
れ
る

状
況
に
な
い
。

第２期工事中の公共下水道江津西浄化センター

■報告会についての感想・気づいた点
○女性、若い市民も参加しやすいように。
○議会にあまり関心がなかったが、解りやすい説明により関心を持つきっかけとなった。
○普段昼間のテレビ放送を視聴する時間もないので、この時間（夜）に開催されることは、議会の中身を
知る良い機会だと思う。

○今後も透明性をもってこういう報告会をやってほしい。
○フリートーキングでは本音を語るべきではないか。
○議会だよりで大まかな報告は行われているので、この報告会を市民の声を聞く場とするのであれば、質
問の焦点をあらかじめ絞っておいてはどうか。（自治会単位で質問を取りまとめる等）

○全体の予算の提示がされていないのでわかりにくかった。
○出席者が少ない。自治会等に働きかけをし、周知の徹底を。
○夜でなく昼に開催してほしい。
○議会だよりの読み上げという通り一編の報告ではなく、具体的な話が聞きたかった。
○会場を増やして、会場から遠い人が出席しやすくしてほしい。
○市民の疑問がダイレクトに伝わり良いと思う。
○説明をされても、資料不足で理解ができないところがあった。
○本会の開催は画期的な、かつ議員の方々の意欲の表れであり、拍手を送りたい。

●会場で配布回収したアンケート結果（一部）●

■市議会の取り組みについての意見
○公民館、地域コミュニティの関連について市の考え方の方向性を明確に示してほしい。
○水の国、風の国、智翠館等いろいろなところに行政の無駄があるのでは。
○風の国で育てた薬草を使った薬膳料理を目指されているが、薬草が育つのを待たずに、どんどん新しい
メニューを考え、売り出してはどうか。赤名の道の駅の薬膳料理はすごく人気がある。

○風の国の経営改善については、利用者の一人として、永続することを願っている。
○駅前再開発について、今まで説明がなかったのが公にされてよかった。今後は市民みんなで考えるべき
課題だ。

○中心市街地活性化の協議結果について、６月議会の後の報告会でぜひ説明をしていただきたい。
○図書館はインターネット、電子図書などを取り入れ、地域の子育てサポート、放課後児童クラブなどと
連携したものにしてはどうか。学校の図書館を充実した上で地域に開放することなども検討されては。

○学校教育について教師の事務処理量を減らし、教育研究等にもっと時間を割けるような配慮をしてあげ
てほしい。そのことが人づくりにつながるのでは。

○税収不足、医師・看護師不足や若者の労働力不足など諸問題
は、人口増により解決できるものもある。少子化対策につい
てしっかり取り組んでほしい。

○行財政改革に厳しい目を向けて責任ある言動を行ってほし
い。

○他の市町村に比べて道路の整備が悪いので、広い道路を整備
してほしい。

○江津市が活気ある魅力のある住みよい街となるよう、いろい
ろな対策を考えていることがよくわかった。

※ご協力ありがとうございました。

嘉久志公民館

９ 一般質問 議会報告会 ８



国庫補助事業 県単独事業

高　　　さ 10メートル以上 ５メートル以上

角　　　度 30°以上 30°以上

家　屋　数 10戸以上 ５～10戸以上

費　　　用

全体の事業費が

7000万円以上の

もの

国庫補助事業の

対象とならない

もの

住民の負担※ １／10 １／６

中学校での食育の指導

現在の江津市図書館

市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

橋梁長寿命化修繕計画で修理される西ヶ原橋（和木町）

急傾斜地

住
民
負
担
の
軽
減
を

市
長
／
考
え
て
い
な
い

□問
　
　

学
校
な
ど
の
避
難
所

と
な
る
公
共
施
設
で
は
、

壁
や
照
明
器
具
、
天
井
な

ど
の
非
構
造
部
材
は
、
耐

震
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。こ
れ
ら
の
総
点
検
を
。

■答
　

災
害
発
生
時
に
は
、

応
急
避
難
所
と
な
る
学

校
、
公
共
施
設
の
非
構
造

部
材
の
点
検
に
は
専
門
機

関
へ
の
委
託
も
検
討
す
る

中
で
、
国
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
、
学
校
施
設
の
非
構
造

部
材
の
対
策
事
例
集
な
ど

を
参
考
に
、
今
後
関
係
部

署
と
協
議
し
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
。

□問
　
　

道
路
や
橋
、
水
道
な

ど
の
社
会
基
盤
は
今
後
、

急
速
に
老
朽
化
し
て
い
く
。

防
災
の
観
点
か
ら
対
策

を
。■答

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
に
道
路
橋
す

べ
て
を
対
象
と
し
て
、
江

津
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

現
在
３
０
３
橋
の
う
ち
、

20
年
後
に
建
設
後
50
年
を

経
過
す
る
高
齢
化
橋
は

２
１
９
橋
で
、
こ
の
う
ち

早
急
に
対
応
す
べ
き
橋
梁

は
、
11
橋
、
費
用
は
15
億

円
と
試
算
し
て
い
る
。
５

年
に
１
回
の
定
期
点
検
で

必
要
な
修
繕
を
し
た
い
。

□問
　
　

市
内
の
急
傾
斜
地
の

状
況
は
。

■答
　

危
険
区
域
は
、
５
戸

以
上
に
被
害
を
及
ぼ
す

１
２
９
カ
所
、
１
～
４
戸

に
被
害
を
及
ぼ
す
４
６
１

カ
所
、
民
家
は
な
い
が
将

来
住
宅
立
地
が
見
込
ま
れ

る
77
カ
所
の
合
計
６
６
７

カ
所
。
崩
壊
で
被
害
を
受

け
る
家
は
２
、０
４
０
戸

で
、
３
、１
５
０
人
が
居
住
。

□問
　
　

県
単
独
事
業
の
場

合
、
浜
田
市
で
は
住
民
負

担
が
事
業
費
の
１
／
10
だ

が
、
本
市
で
は
１
／
６
。

安
全
対
策
の
た
め
負
担
軽

減
を
。

■答
　

す
で
に
規
定
が
あ
り
、

負
担
軽
減
は
考
え
て
い
な

い
。□問

　
　

事
業
開
始
後
の
調
査

ま
で
負
担
額
が
不
明
で
、

住
民
は
事
業
へ
手
を
上
げ

に
く
い
。
事
業
推
進
の
た

め
市
が
調
査
費
用
の
負
担

を
。■答

　

そ
の
よ
う
な
想
定
は

し
て
い
な
い
。

□問
　
　

事
業
が
進
め
ば
地
元

建
設
業
者
へ
仕
事
が
回

る
。
雇
用
対
策
と
し
て
も

負
担
軽
減
を
す
べ
き
で

は
。■答

　

現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

□問
　
　

米
軍
の
低
空
飛
行
中

止
を
求
め
た
が
、
国
は
現

地
の
状
況
を
知
ろ
う
と
し

な
い
。
科
学
的
根
拠
を
も

と
に
声
を
上
げ
る
べ
き
で

は
。■答

　

関
係
市
町
と
協
議
し

て
す
す
め
る
。

図書館

早
期
建
設
を

市
長
・
教
育
長
／
１
日
も
早
く
建
設
し
た
い

島田修二

教育諸問題の対応を

市長・教育長／しっかり取り組む

教
育
施
策

藤間義明

社会基盤整備で
　　　　　　防災を

市長／計画的に進めたい

防
災
対
策

永岡静馬

急傾斜地崩壊対策事業の対象

□問
　
　

学
校
教
育
の
諸
問
題

の
中
で
不
登
校
生
、
食
生

活
の
乱
れ
、
支
援
が
必
要

な
子
供
の
増
加
等
へ
の
対

応
は
。

■答
　

不
登
校
生
に
つ
い
て

は
児
童
・
生
徒
や
保
護
者

と
十
分
話
し
合
い
、
ま
た

関
係
機
関
と
も
連
携
し
て

い
る
。
食
生
活
に
つ
い
て

は
、
２
、
３
名
の
栄
養
教

諭
を
配
置
し
、
給
食
の
献

立
（
地
産
地
消
を
推
進
）

の
他
、
食
育
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
支
援
が
必

要
な
子
供
の
増
加
に
対

し
て
は
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
全
小
中
学
校

に
配
置
し
て
い
る
。

□問
　
　

社
会
教
育
と
し
て
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
動
、
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
事
業
の
活
動
、
親

学
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

養
成
を
。

■答
　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
は
、
全
小

中
学
校
で
、
平
成
23
年
度

の
活
動
日
数
は
延
べ
で

４
５
８
日
と
多
く
な
り
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事

業
の
活
動
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
共
、
年
々
広
が
っ

て
い
る
。
親
学
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

は
、
今
後
一
層
充
実
さ
せ

る
。

□問
　
　

江
津
駅
前
地
区
再
生

整
備
計
画
の
公
共
複
合
施

設
か
ら
図
書
館
が
は
ず
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
図
書

館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の

建
設
計
画
が
見
え
な
く

な
っ
た
。
早
期
計
画
・
建

設
を
。

■答
　

本
市
の
目
指
す
べ
き

図
書
館
と
歴
史
民
俗
資
料

館
建
設
基
本
計
画
が
平
成

23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
、

教
育
委
員
長
と
市
長
に
報

告
さ
れ
た
。
昨
年
12
月
、

市
長
が
駅
前
の
公
共
複
合

施
設
に
図
書
館
は
含
ま
な

い
と
の
結
論
を
出
し
た
た

め
、
教
育
委
員
会
と
し
て

基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
内

部
検
討
を
重
ね
て
お
り
、

一
日
も
早
く
建
設
し
た

い
。□問

　
　

検
討
中
と
し
た
、
江

津
市
図
書
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
の
規
模
・
建
設
場

所
・
建
設
時
期
は
。

■答
　

多
く
の
市
民
が
一
日

も
早
い
建
設
を
望
ん
で
い

る
こ
と
は
重
々
理
解
し
て

い
る
。
規
模
・
建
設
場
所
・

建
設
時
期
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
財
政
状
況
・
中
期

財
政
を
見
積
も
っ
た
中
で

行
わ
な
い
と
軽
々
に
判
断

で
き
な
い
。

建
設
基
本
計
画
を
尊
重
し

つ
つ
、
議
会
に
も
十
分
理

解
し
て
も
ら
う
中
で
、
表

明
し
た
い
。

多田伸治

※事業で行われる工事のうち、各戸に直接かかわる部
分への負担となるため、同じ事業でも戸別に負担額
が変わります。

10一般質問11 一般質問
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うつ病・躁うつ病患者数の推移
千人

市議会だより 平成 24 年８月１日市議会だより平成 24 年８月１日

うつ病・躁うつ病全国総患者数（資料：厚生労働省）
　　　　　　　　　　　　統計局社会実情データ図録より

□問
　
　

働
き
方
が
激
変
し
精

神
的
な
病
気
に
な
る
人
が

増
加
し
て
い
る
。
支
援
へ

の
取
り
組
み
や
、
治
療
に

よ
り
失
業
し
た
場
合
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
。

■答
　

保
健
所
、
病
院
、
支

援
事
業
所
と
協
力
し
、
相

談
は
市
の
保
健
師
が
対

応
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
石

見
圏
域
で
は
浜
田
の
清
和

会
グ
ル
ー
プ
が
専
門
総
合

治
療
病
院
と
し
て
、相
談
、

治
療
、
就
労
、
居
住
等
を

一
括
対
応
し
て
お
り
、
本

市
か
ら
の
利
用
も
増
え
て

い
る
。
失
業
、
解
雇
等
で

収
入
を
失
っ
た
場
合
の
支

援
は
市
の
窓
口
ま
で
相
談

く
だ
さ
い
。

□問
　
　

統
合
失
調
症
へ
の
取

り
組
み
は
。
在
宅
、
一
人

世
帯
の
ヘ
ル
パ
ー
対
応
は

可
能
か
。
休
日
、
夜
間
の

対
応
機
関
は
。

■答
　

状
況
に
よ
り
支
援
が

異
な
る
た
め
、
ま
ず
病
院

で
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
一

歩
と
な
る
。
本
市
で
も
在

宅
介
護
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

服
薬
管
理
は
可
能
。
症
状

が
悪
化
し
、
迷
惑
、
危
険

行
為
を
伴
う
場
合
は
警
察

へ
の
通
報
が
第
一
と
な

る
。
そ
の
後
、
保
健
所
へ

連
絡
が
入
り
、
状
況
に
応

じ
た
対
応
と
な
る
。

□問
　
　

大
雨
、
台
風
被
害
が

予
想
さ
れ
る
中
、
川
を
渡

ら
な
い
と
行
け
な
か
っ
た

り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

内
に
あ
っ
た
り
す
る
避
難

所
が
あ
る
。
見
直
し
の
検

討
を
。

■答
　

市
内
１
０
０
カ
所
の

避
難
所
の
中
に
は
浸
水
想
定

区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
木
造
で
建
築
年
次
が
古

い
建
物
も
あ
り
、
す
べ
て
の

災
害
に
対
応
で
き
な
い
の
が

現
状
。
地
域
防
災
計
画
の
大

幅
見
直
し
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
避
難
所
を
災
害
種
別
に
仕

分
け
し
、
種
別
ご
と
の
危
険

性
も
含
め
て
市
民
に
知
ら
せ

る
。□問

　
　

10
年
度
比
５
％
の
節

電
依
頼
が
あ
る
中
、
本
市

庁
舎
の
節
電
対
策
の
現
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

■答
　

昼
休
み
時
に
、
天
井

照
明
の
消
灯
や
パ
ソ
コ
ン

電
源
を
切
る
な
ど
し
、
室

内
温
度
を
28
度
に
設
定
し

て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
り
使
用
電
力
を
控
え

る
な
ど
で
、
昨
年
よ
り
約

14
％
節
電
し
た
。
今
後
は

閉
庁
時
に
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
な
ど
待
機
電
力
量
の

抑
制
を
図
る
。

増えるうつ病対策は

市長／一人で悩まず相談を

障
が
い
者
対
策

横田省吾

森脇悦朗

防災対策

避
難
所
の
見
直
し
を

市
長
／
災
害
種
別
に
仕
分
け

７月５日の大雨（跡市町）

議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　名 議決結果

多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

藤
田
　

厚

土
井
正
人

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

河
野
正
行

報告第１号
平成23年度島根県江津市一般会計繰越明許費繰越の
報告について

6月 8日 報告

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

報告第２号 平成24年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計
予算を定めることについて 〃 〃

承認第１号 専決処分報告について（3/30専決第1号） 〃 承認 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第２号 専決処分報告について（3/31専決第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第３号 監査委員の選任について 6月 13 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第４号 固定資産評価員の選任について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第５号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号
江津市印鑑登録及び証明に関する条例等の一部を改
正する条例制定について

6月 22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

議案第42号 桜江高齢者生活福祉センター設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

議案第43号
江津市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

議案第44号
江津市災害危険区域に関する条例の一部を改正する
条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

議案第45号
平成24年度島根県江津市一般会計補正予算（第1号）
を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

同意第６号 人権擁護委員候補者の推薦について 6月 22日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

報告第３号 専決処分報告について（6/7専決第3号） 〃 報告

○　賛成　　●　反対　　△　欠席　　斥　除斥

【
専
決
処
分
】
　

議
会
の
議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き

事
件
に
つ
い
て
、
市
長
が
議
会
に
か
わ
っ
て
こ
れ

を
処
分
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
専
決
処
分
で
き

る
の
は
、
次
の
４
つ
の
場
合
で
す
。

①
議
会
が
成
立
し
な
い
た
め
、
必
要
な
時
期
ま
で

に
議
会
の
議
決
ま
た
は
決
定
を
得
ら
れ
な
い
と

き
。

②
議
員
定
数
の
半
分
以
上
の
者
の
出
席
が
な
い
た

め
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、
必
要
な
時

期
ま
で
に
議
会
の
議
決
ま
た
は
決
定
を
得
ら
れ

な
い
と
き
。

③
市
長
に
お
い
て
、
必
要
な
時
期
ま
で
に
議
決
ま

た
は
決
定
を
得
る
た
め
の
議
会
を
招
集
す
る
暇

(

い
と
ま)

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

④
議
会
に
お
い
て
、
必
要
な
時
期
ま
で
に
議
決
ま

た
は
決
定
す
べ
き
事
件
を
議
決
ま
た
は
決
定
し

な
い
と
き
。

　

市
長
が
専
決
処
分
し
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分

に
つ
い
て
、
処
分
後
初
め
て
開
か
れ
る
議
会
に
報

告
し
て
、
議
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
た
と
え
承

認
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
処
分
の
効
力
に
は
影
響

が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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議　

長　

河
野　

正
行

　

委
員
長　

島
田　

修
二

　
副
委
員
長　

横
田　

省
吾

　

委　

員　

多
田　

伸
治

　

委　

員　

藤
間　

義
明

　

委　

員　

山
根
兼
三
郎

　

委　

員　

藤
田　
　

厚

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公

開
対
策
特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

　

今
回
、
新
た
な
委
員
会

メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
、
初

め
て
の
編
集
作
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
、
５

月
16
日
か
ら
24
日
に
か
け

て
市
内
４
地
区
に
お
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

中
心
に
議
員
全
員
で
、
初

め
て
の
議
会
報
告
会
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　

そ
し
て
、
こ
の
市
議
会

だ
よ
り
に
お
い
て
も
、
市

民
の
皆
様
に
、
分
か
り
や

す
く
読
ん
で
い
た
だ
く
た

○
次
回
定
例
会
日
程

８
月
31
日（
金
）
か
ら

９
月
21
日（
金
）ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　

受
付
に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

め
の
紙
面
づ
く
り
を
心
が

け
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
（
島
田
修
二
）

ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
づ
く
り

◆
全
国
市
議
会
議
長
会
普

通
表
彰
（
議
員
歴
10
年

以
上
）

・
河
野
正
行

・
土
井
正
人

◆
中
国
市
議
会
議
長
会
正

副
議
長
普
通
表
彰
（
正

副
議
長
暦
３
年
以
上
）

・
土
井
正
人

◆
中
国
市
議
会
議
長
会
普

通
表
彰　
（
議
員
歴
８

年
以
上
）

・
藤
田　

厚

・
田
中
直
文

表　

彰

人　

 

事

◆
監
査
委
員

・
盆
子
原
民
生

お
知
ら
せ

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

９
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
８
月
31
日
の
場
合

『
８
月
23
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
12
月
定
例

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

江津市スポーツ振興議員連盟を設立

去
る
６
月
22
日
に
江
津
市
議

会
（
定
数
16
）
の
議
員
有
志
12

人
に
よ
り
、『
江
津
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
議
員
連
盟
』
を
設
立
し
ま

し
た
。

本
市
に
は
現
在
、
小
中
高
校

生
を
主
体
と
し
た
競
技
ス
ポ
ー

ツ
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

活
躍
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
『
元
気
・
勇
気
・
感
動
』
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
が
市
民
の
健
康
や
文
化

会　

長　

田
中　

直
文

副
会
長　

土
井　

正
人

副
会
長　

盆
子
原
民
生

事
務
局
長　

島
田　

修
二

会　

員　

永
岡　

静
馬

会　

員　

山
本　
　

誉

会　

員　

藤
田　
　

厚

会　

員　

河
野　

正
行

会　

員　

森
脇　

悦
朗

会　

員　

藤
間　

義
明

会　

員　

横
田　

省
吾

会　

員　

多
田　

伸
治

　

新
し
い
議
会
広
報
・
情

報
公
開
対
策
特
別
委
員
会

委
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
向
上
に
寄
与
し
、
本
市
の
発

展
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
事

か
ら
、
市
議
会
議
員
の
立
場
で

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推
し

進
め
る
事
を
目
的
に
連
盟
を
設

立
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
連
携
を
深
め
て
課
題
や
要
望

を
把
握
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
拡
充
へ
向
け
た
働
き
か
け

や
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意

識
向
上
を
図
る
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全国大会に出場が決まった高角フェニックスの皆さん
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